
　多様な要因・背景が複雑に関連して起こる不登校は、教職員がどんなに努力し
ていても生じることがあります。子供の社会的自立を目指し、全ての教職員が組
織的に対応することが重要です。
　以下の情報を参考に、一人一人に応じた支援や、子供の努力を認める前向きな
評価を行っていきましょう。

★「児童・生徒を支援するためのガイドブック」
　（平成 30年　都教育委員会）2ページ参照

教職員向けの
ページ

Ⅲ  教職員の皆さんへ

確認事項①　「子供の学習状況の把握と評価」
　教育支援センターやフリースクール等、学校外の施設で指導を受けている場合、学
校は、子供の学習状況等を把握することが重要です。
　施設の学習が適切であると判断された場合、学校は、その評価を通知表などで子供
や保護者、その施設に積極的に伝えましょう。子供の学習意欲に応え、自立を支援す
る上で大きな意義があります。

確認事項③　「通学定期乗車券制度の適用」
　学校外の公的機関や民間施設へ鉄道やバスで通う場合、実習用通学定期乗車券制度
による通学定期乗車券（鉄道）や通学定期乗車券（バス）を申請することができます。
校長が指導要録上の出席扱いとしていることが条件です。※13

※13　「登校拒否児童生徒が学校外の公的機関等に通所する場合の通学定期乗車券制度の適用について」（５初中第
30号）より抜粋
　分かりやすくするため、一部、表現等を変えて記述しています。

確認事項②　「不登校の子供が学校外の公的機関や
民間施設で相談・指導を受けている場合の出席の取扱い」
　一定の要件※12を満たす場合、校長の判断の下、学校外の施設で相談・指導を受けた
日数を指導要録上の出席扱いにすることができます。
〇　相談・指導が、子供の社会的な自立を目指すものであること
〇　子供が自ら登校を希望した際、円滑な学校復帰が可能となるよう個別指導等の適切な支援を実施していること
○　保護者と学校との間に十分な連携ができていること
○　公的機関での指導が難しい場合、本人や保護者が希望する民間施設での相談・指導が適切な内容であると判断
される場合は、考慮されてよいこと
○　その施設に通所または入所して、相談・指導を受ける場合を前提とすること

※12　出席扱い等の要件
　（「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」（別記１）（元文科初第 698 号）より抜粋
　分かりやすくするため、一部、表現等を変えて記述しています。）

学校外施設での子供の
状況を把握しましょう。

出席扱いになるか
確認をしましょう。

通学定期券が必要か
確認をしましょう。

学校や教育委員会とフリースクール等が連携して取り組んでいる事例②

教育支援センターとフリースクールとの交流
　教育支援センターとフリースクール等の子供
たちが一緒に体験活動を行い、交流したり、教
育委員会が主催する保護者向け講演会で、フ
リースクール等の職員が話をしたりするなど、
連携を密にして支援を行っています。
　職員同士の交流により、支援の在り方につい
て学び合うことができるようになり、よりよい
支援につながっています。

教育支援センターの指導員への研修
　不登校の背景のアセスメントなど、教育支援
センター指導員の対応力向上のため、不登校の
子供の学校への復帰をサポートしているフリー
スクール等の職員が講師となり、専門的な知見
に基づいた研修を実施しています。
　この研修により、子供の状況を丁寧に見取り、
一人一人に応じた支援を行うことができるよう
になっています。

不登校の子供の居場所づくり
　教育委員会がフリースクール等を運営してい
る NPO 法人に委託し、不登校の子供の居場所
をつくっています。
　不登校の子供やその保護者の相談を受けた
り、施設の支援員が、子供が外出する際のサポー
ト等も行ったりしています。
　また、一人一人の子供の状況に合わせ、中学
校卒業後の進路などを見通した支援を行ってい
ます。

教育支援センターの分室における子供の支援
　集団での活動が難しく、教育支援センターで
の取組に参加できない子供たちのために、教育
支援センター分室を２か所開設し、アセスメン
トや支援のノウハウを有するフリースクール等
の支援員による支援を行っています。
　本人が苦手に感じる面を専門的支援によって
補うことで、不登校の子供やその保護者の悩み
の軽減等につなげています。

親の会の実施
　フリースクール等と教育委員会の協働によ
り、教員とフリースクール等の職員が定期的に
情報交換、交流、研修を行っています。
　また、不登校の子供をもつ保護者同士が悩み
を共有したり、子供への関わり方等を話し合っ
たりする「親の会」も定期的に行っています。
これらの取組により、不登校に関する関係者の
理解促進や連携強化、保護者の安心につながっ
ています。

フリースクールによる学校との情報共有
　不登校の子供の学校復帰に向け、在籍校との
連携を重視し、子供たちのフリースクールでの
学習状況や施設に通っている日数などを記載し
た報告書を、毎月学校に送付しています。
　また、フリースクールに通うことになった子
供の学校を訪問し、連携の在り方について情報
共有を行っています。情報共有がスムーズに行
われ、フリースクールに通う際の通学定期の発
行が許可される場合もあります。
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　不登校の理由を子供に聞くと、「なぜか分からないけれど行けない。」、「理由は
思いつくが、その問題が解決しても行けない。」といった答えが返ってくること
があります。不登校は、様々な理由が複雑にからみ合っていることが多く、特定
できない場合もあります。
　大切なことは、保護者が焦らず、本人に寄り添い、必要な支援を考えていくこ
とです。まずは、一人で悩まず、学校や相談機関に相談してみましょう。
　また、その子供に合った支援がなされていても、何かが変わるまでには、時間
が掛かることもあります。本人の不安の軽減を第一に考えましょう。

Ⅳ  保護者の皆様へ

未来を創るかけがえのない子供たちの自立に向けて～不登校の子供たちへの支援のポイント～
東京都教育委員会印刷登録　令和２年度（2）97 号（東京都教育委員会刊行物）令和 3 年 1 月発行
編集・発行　東京都教育庁指導部指導企画課（不登校施策担当）
　　　　　　東京都新宿区西新宿２－８－１　℡ 03-5320-6889

不登校を経験した人の声
　文部科学省が、不登校経験のある生徒に行った追跡調査によると、不登校であったことを振り返り、
32.6％の人が「行かないことに意味があった。」と答えています。
　また、「休んだおかげで今の自分がある。」、「出会いがあった。」、「成長した、視野が広がった。」とい
う意見もあり、不登校の経験を肯定的に捉えている経験者が多くいることが分かります。

「不登校に関する実態調査」～平成 18 年度不登校生徒に関する追跡調査報告書（H.26.7.9　文科省）より抜粋

　不登校の子供の保護者が思いを伝えあったり、不登校について学び合ったりする【親の会】が様々な
ところで活動しています。

【保護者の声】不登校の子供の保護者として、どこに相談してよいか分からずに悩むばかりで
したが、不登校の親の会に参加し、同じ不安や悩みを抱える方々と話をしたり、不登校の子供
への接し方を学んだりすることで、子供と安心して向き合うことができるようになりました。

不登校を経験した方へのインタビュー　
　中学校１年生の頃、クラスになじめず、人間関
係のトラブルが続いたことで、学校に行けなくな
りました。当時は、全てを悲観的に捉えていまし
たが、今、振り返ると、不登校を経験したことで、
自分の限界に気づき、無理せず自分らしく生きる
ことができるようになったと思います。
　中学３年生のときに、相談室に通うようになっ
たことがきっかけで、自信がつき、高校に進学す
ることができました。今は、仕事に就き、充実し
た毎日を送っています。

お子様の不登校を経験した方へのインタビュー　
　息子が小学校１年生のときに不登校になりま
した。初めは「なぜ、うちの子は他の子のよう
に家から離れられないのだろう。」と悩みまし
た。しかし、息子が家の中でもいろいろなこと
に興味をもって取り組む姿を見て、徐々に考え
方が変わってきました。息子が小学校４年生の
時にフリースクールに入会し、家の外に安心で
きる居場所ができたことで、親子ともに元気に
なりました。今は、息子も社会で自立して過ご
しています。
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